
　
「
不
思
議
な
ク

ニ
の
憲
法
」
と
い

う
映
画
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
。
憲
法

で
守
ら
れ
て
き
た

私
た
ち
の
権
利
が

危
機
に
晒
さ
れ
て

い
る
と
し
、
憲
法

問
題
を
「
自
分
ご

と
」
と
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い

た
め
に
、
憲
法
を
守
る
活
動
に

取
り
組
む
青
年
、
主
婦
、
学
者

等
を
取
材
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
だ
▼
映
画
の
タ
イ
ト

ル
は
、
憲
法
も
立
憲
主
義
も
無

視
し
た
政
治
が
続
け
ら
れ
る
の

に
、
国
民
が
こ
れ
ほ
ど
政
治
の

こ
と
を
考
え
な
い
国
は
な
ん
と

「
不
思
議
な
ク
ニ
」
（
国
家
・

国
民
）
と
い
う
こ
と
で
付
け
ら

れ
た
も
の
▼
主
権
者
が
政
治
か

ら
離
れ
、
最
後
の
砦
で
あ
る
憲

法
を
失
う
最
大
の
危
機
に
あ
る

な
か
、
憲
法
を
活
か
す
か
殺
す

か
、
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
。

国
会
で
は
「
共
謀
罪
」
（
テ
ロ

等
組
織
犯
罪
準
備
罪
）
を
巡
り

与
野
党
の
攻
防
が
続
い
て
い
る
。

共
謀
罪
は
組
織
的
犯
罪
集
団
を

幅
広
く
と
ら
え
、
準
備
行
為
の

範
囲
も
あ
い
ま
い
で
政
権
の
思

う
ま
ま
に
思
想
・
良
心
の
自
由

を
侵
す
も
の
で
あ
り
、
「
モ
ノ

言
え
ぬ
ク
ニ
」
に
変
貌
さ
せ
る
。

労
働
組
合
も
例
外
で
な
い
▼
安

倍
政
権
の
改
憲
議
論
が
加
速
す

る
な
か
、
共
謀
罪
が
成
立
す
れ

ば
憲
法
が
な
し
崩
し
に
さ
れ
る
。

こ
の
危
機
を
前
に
な
お
「
不
思

議
な
ク
ニ
」
の
国
民
の
ま
ま
で

い
い
の
か
、
真
剣
に
考
え
、
行

動
す
る
時
に
来
て
い
る
。

　

３
月
４
日
、
県
職
連
合
・
県
職
労
は
臨
時
大
会
を
開
催
し
、

確
定
闘
争
の
総
括
を
踏
ま
え
た
17
春
闘
方
針
等
の
当
面
の
闘
争

方
針
を
提
案
。
代
議
員
か
ら
人
員
確
保
、
賃
金
・
手
当
改
善
、

異
動
対
策
等
の
補
強
発
言
を
受
け
、
春
闘
方
針
が
確
立
し
た
。
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開
会
に
当
た
り
、
小
野
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
「
人
事
異
動

時
期
と
な
る
が
、
内
示
日
に
関

し
当
局
が
こ
れ
ま
で
遵
守
し
て

き
た
発
令
日
ま
で
の
３
週
休
日

の
確
保
を
反
故
に
し
た
こ
と
は

極
め
て
問
題
だ
。
沿
岸
部
を
中

心
に
住
居
確
保
が
困
難
な
ど
の

職
員
の
実
態
を
顧
み
な
い
当
局

姿
勢
を
厳
し
く
追
及
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
当
局
は
欠
員
解

消
の
努
力
を
せ
ず
、
国
体
動
員

や
災
害
対
応
等
で
全
力
を
挙
げ

て
い
る
職
員
に
報
い
て
い
な

い
。
職
場
は
限
界
で
あ
り
、
改

め
て
職
場
の
働
き
方
を
点
検

し
、
当
局
に
実
態
を
突
き
付

け
、
人
員
確
保
、
超
過
勤
務
課

題
の
改
善
を
強
く
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
引
下
げ
と
な
っ

た
交
通
用
具
の
通
勤
手
当
改
善

な
ど
確
定
闘
争
か
ら
の
継
続
課

題
の
前
進
に
向
け
た
取
組
み
も

重
要
だ
。
春
闘
で
民
間
労
働
者

と
一
体
と
な
っ
て
賃
金
・
諸
手

当
及
び
職
場
改
善
に
向
け
取
り

組
み
に
結
集
し
、
確
定
闘
争
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

運
動
方
針
確
立
に
向
け
活
発
な

議
論
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
県
本
部
野
中
執
行
委
員
長

か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
事
で
は
、
月
額
１
０
、
０

０
０
円
の
賃
金
改
善
、
通
勤
手

当
を
は
じ
め
と
し
た
諸
手
当
改

善
、
獣
医
師
等
の
専
門
職
の
処

遇
改
善
、
欠
員
解
消
と
業
務
実

態
に
基
づ
く
人
員
確
保
、
任
期

付
職
員
の
任
期
の
定
め
の
な
い

職
員
へ
の
採
用
枠
の
拡
大
、
超

過
勤
務
手
当
の
完
全
支
給
と
適

正
な
勤
務
時
間
管
理
、
休
暇
制

度
の
拡
充
な
ど
１
２
１
項
目
か

ら
な
る
春
闘
要
求
を
含
め
た
17

春
闘
方
針
を
は
じ
め
、
国
の
退

職
金
見
直
し
の
動
き
へ
の
対

応
、
新
規
採
用
職
員
の
組
織

化
、
政
治
闘
争
の
推
進
等
の
当

面
の
闘
争
方
針
を
提
案
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
８
人
の
代
議
員

か
ら
補
強
発
言
を
受
け
た
後
、

運
動
方
針
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
春
闘
方
針
が
確
立
し
た
。

　

県
職
労
は
３
月
８
日
に
春
闘

期
の
人
事
課
長
交
渉
を
行
い
、

欠
員
解
消
を
は
じ
め
継
続
課
題

を
中
心
に
、
当
局
姿
勢
を
追
及

し
、
組
合
員
の
切
実
な
声
を
基

に
改
善
を
強
く
求
め
て
い
く

（
左
記
事
）
。
引
き
続
き
春
闘

へ
の
結
集
を
お
願
い
す
る
。

【
主
な
補
強
発
言
の
概
要
】

（
胆
江
支
部
）

・
各
職
場
で
は
年
１
、
０
０
０

時
間
を
超
え
る
長
時
間
労
働
と

な
っ
て
い
る
者
が
相
当
数
に
上

る
の
で
は
。
長
時
間
労
働
是
正

の
観
点
か
ら
も
人
員
要
求
の
強

化
を
。

・
昨
今
で
は
子
育
て
、
介
護
等

の
両
立
支
援
の
観
点
か
ら
人
事

異
動
に
は
個
々
の
事
情
を
詳
細

に
確
認
し
、
異
動
時
ま
で
時
間

的
余
裕
を
十
分
持
っ
て
対
応
す

る
と
し
て
い
る
が
、
県
で
は
旧

態
依
然
の
対
応
だ
。
人
事
異
動

内
示
の
あ
り
方
を
改
善
さ
せ
る

べ
き
。

（
盛
岡
支
部
）

・
当
局
は
、
運
転
技
士
及
び
守

　

３
月
８
日
、
県
職
労
は
春
闘

要
求
書
を
佐
藤
人
事
課
長
に
提

出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。
主
な

交
渉
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
勤
務
意
欲
確
保
策
】

　

主
幹
任
用
や
勤
勉
手
当
の
運

用
上
の
工
夫
を
継
続
す
る
ほ

か
、
昇
給
・
昇
格
に
よ
る
現
給

保
障
対
象
者
の
減
少
状
況
を
分

析
し
て
、検
討
し
て
い
く
と
し
た
。

【
諸
手
当
改
善
】

　

高
速
道
路
利
用
や
交
通
機
関

利
用
の
際
の
駐
車
場
利
用
に
係

る
通
勤
手
当
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
国
・
他
県
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
こ
と
、
交
通
用

具
利
用
の
手
当
改
定
の
ル
ー
ル

化
は
、他
県
の
事
例
等
を
調
査
・

研
究
し
な
が
ら
検
討
し
、
検
討

段
階
で
意
見
交
換
し
て
い
く
と

し
た
。

【
人
員
課
題
】

　

新
規
採
用
者
数
は
１
５
５
人

（
前
倒
し
採
用
含
む
）、
任
期
付

職
員
は
51
人
、
他
県
応
援
職
員

数
は
１
３
０
人
程
度
確
保
す
る

見
通
し
と
な
る
も
、
退
職
者
数

は
２
０
０
人
程
度
と
見
込
ま
れ

る
と
し
、
来
年
度
の
欠
員
は
１

１
０
人
を
超
え
る
規
模
と
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の

17春闘要求書を提出17春闘要求書を提出
３.８人事課総括課長交渉３.８人事課総括課長交渉

人員確保、超勤縮減、賃金改善強く求める人員確保、超勤縮減、賃金改善強く求める

県
職
連
合
第
21
回・県
職
労
第
１
１
７
回
臨
時
大
会

県
職
連
合
第
21
回・県
職
労
第
１
１
７
回
臨
時
大
会

賃
金
改
善
・
欠
員
解
消
な
ど
職
場
改
善
に
向
け
方
針
確
立

賃
金
改
善
・
欠
員
解
消
な
ど
職
場
改
善
に
向
け
方
針
確
立

17
春
闘
方
針
確
認
し
、
春
闘
本
番
へ

17
春
闘
方
針
確
認
し
、
春
闘
本
番
へ

要求事項について説明し改善を求める交渉団要求事項について説明し改善を求める交渉団

要求書を手渡す小野委員長（右）要求書を手渡す小野委員長（右）

課題解決に向け、当面する春闘に全力で取り組むことを意思統一した臨時大会課題解決に向け、当面する春闘に全力で取り組むことを意思統一した臨時大会

衛
は
再
任
用
終
了
後
は
不
補
充

と
の
見
解
を
示
し
た
が
、
運
転

技
士
は
恒
常
的
に
人
員
不
足
で

あ
り
、
県
庁
舎
に
精
通
し
た
守

衛
の
直
営
堅
持
の
観
点
か
ら
取

り
組
み
の
強
化
を
。

・
人
員
及
び
超
過
勤
務
手
当
等

の
職
場
要
求
に
取
り
組
む
た
め

の
具
体
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を

本
部
で
示
す
べ
き
。

（
宮
古
支
部
）

・
沿
岸
部
で
の
住
居
確
保
は
困

難
。
希
望
者
全
員
が
居
住
で
き

る
よ
う
公
舎
の
確
保
を
。

（
久
慈
支
部
）

・
任
期
付
職
員
の
任
期
の
定
め

の
な
い
職
員
へ
の
選
考
採
用
に

当
た
り
、
希
望
者
全
員
が
採
用

で
き
る
よ
う
採
用
枠
の
拡
大
を
。

・
交
通
用
具
利
用
の
手
当
改
悪

は
断
じ
て
許
さ
れ
ず
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め

に
も
手
当
改
善
を
。
ま
た
単
身

赴
任
手
当
の
支
給
要
件
緩
和
を
。

上
で
、
来
年
度
当
初
に
職
員
の

特
別
募
集
（
40
人
規
模
）
を
実

施
す
る
と
し
た
。
交
渉
団
か
ら

は
早
期
の
欠
員
解
消
見
通
し
を

示
す
よ
う
強
く
求
め
た
。

【
超
勤
課
題
】

　

超
勤
予
算
は
十
分
確
保
し
て

い
る
と
し
、
予
算
不
足
の
職
場

が
あ
れ
ば
部
局
を
通
じ
て
把
握

す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

【
人
事
異
動
】

　

旧
所
属
の
状
況
、
職
員
の
移

転
に
係
る
状
況
を
含
め
、
適
切

に
着
任
日
等
を
決
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
し
た
。
交
渉
団
か
ら

は
沿
岸
部
の
公
舎
等
の
確
保
を

強
く
要
請
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　

来
年
度
当
初
も
大
規
模
欠
員

が
続
く
厳
し
い
状
況
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
県
職
労
は
賃
金
・

職
場
環
境
の
改
善
な
ど
山
積
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
粘
り

強
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

2017春闘ストライキ批准投票結果
2017年２月21日17時現在の集計の結果

（自治労本部）
－圧倒的多数で信任・闘争体制確立－

批准率

2,374 757,508 616,333 576,367 25,314 12,929 1,723 81,36% 93,52% 76,09%

実施
単組数 組合員数 投票数 賛　成 反　対 白　紙 無　効 投票率 賛成率
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着
実
に
改
善
！!

自
信
を
持
っ
て
加
入
の
声
か
け
を
！!

組
合
に
入
っ
て
納
得
で
き
る
環
境
づ
く
り 要求書に基づいて改善を求め交渉を行う執行部（左）要求書に基づいて改善を求め交渉を行う執行部（左）

八重樫振興局長に要求書を手渡す藤本支部長（左）八重樫振興局長に要求書を手渡す藤本支部長（左）

課題を共有し春闘前進に向けて意思統一した決起集会課題を共有し春闘前進に向けて意思統一した決起集会

「特別賞」を手に喜びの野坂美緒さん「特別賞」を手に喜びの野坂美緒さん

　

久
慈
支
部
で
は
、
欠
員
解

消
、
職
場
環
境
改
善
を
は
じ
め

と
し
た
要
求
を
ま
と
め
、
３
月

２
日
に
八
重
樫
県
北
広
域
振
興

局
長
へ
要
求
書
を
提
出
・
交
渉

を
行
っ
た
。
局
長
は
、
欠
員
解

消
に
向
け
て
人
事
課
及
び
主
管

室
課
に
要
望
し
て
い
る
こ
と
、

職
員
衛
生
委
員
会
を
通
じ
て
職

場
環
境
の
改
善
に
努
め
る
と
の

姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
一
方
で

単
身
赴
任
手
当
の
支
給
要
件
拡

大
（
人
事
異
動
に
伴
い
、
介
護

が
必
要
な
親
や
子
な
ど
配
偶
者

以
外
の
者
と
別
居
す
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
も
支
給
す
る
こ

と
）
に
つ
い
て
は
、
局
で
の
対

応
は
困
難
と
の
回
答
に
と
ど
ま

り
、
継
続
課
題
と
な
っ
た
。

　

２
月
28
日
に
は
、
庁
舎
・
公

舎
の
修
繕
等
に
関
し
、
和
山
経

営
企
画
部
長
と
交
渉
を
行
っ

た
。
要
求
し
た
職
員
駐
車
場
の

舗
装
に
つ
い
て
は
困
難
だ
が
駐

車
場
の
適
正
管
理
に
努
め
る
こ

と
、
公
舎
及
び
執
務
室
の
修
繕

は
要
望
を
聞
き
計
画
的
に
対
応

し
て
い
く
と
の
前
進
回
答
を
引

き
出
し
た
。
久
慈
支
部
で
は
今

後
独
自
交
渉
の
成
果
と
課
題
を

総
括
し
、
今
後
の
支
部
運
動
に

活
か
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

３
月
５
日
、
平
和
環
境
県
セ

ン
タ
ー
青
年
女
性
春
闘
総
決
起

集
会
が
県
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
50
人
が

参
加
し
た
。
平
和
環
境
県
セ
ン

タ
ー
青
年
部
協
議
会
・
臼
井
省

悟
議
長
（
岩
教
組
）
は
「
多
く

の
青
年
が
低
賃
金
や
長
時
間
労

働
で
辛
い
状
況
だ
。
日
頃
の
働

き
方
が
こ
れ
で
良
い
か
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
賃
金
と
な
っ

て
い
る
か
点
検
し
、
譲
れ
な
い

要
求
と
し
て
掲
げ
、
春
闘
に
取

り
組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
基

調
提
起
の
の
ち
、
基
調
講
演
と

し
て
、
労
働
大
学
出
版
セ
ン
タ

ー
編
集
長
の
松
上
隆
明
さ
ん
か

ら
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
働
き

方
改
革
の
問
題
と
春
闘
を
巡
る

課
題
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

た
。
松
上
さ
ん
は
、
安
倍
政
権

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
も
実
質
賃

金
は
下
落
が
続
く
破
綻
状
態
で

あ
り
、
景
気
を
底
上
げ
す
る
個

人
消
費
の
拡
大
の
た
め
に
も
労

働
者
の
賃
金
改
善
は
不
可
欠
で

あ
る
。
一
方
で
、
安
倍
政
権
が

進
め
る
働
き
方
改
革
は
労
働
者

向
け
の
政
策
と
吹
聴
し
て
い
る

が
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
は
労

働
者
の
処
遇
格
差
を
固
定
化
す

る
だ
け
で
な
く
、
処
遇
の
下
方

平
準
化
に
よ
り
賃
金
引
下
げ
を

誘
発
し
か
ね
な
い
こ
と
、
長
時

間
労
働
の
上
限
規
制
も
例
外
的

に
過
労
死
ラ
イ
ン
の
残
業
を
容

認
す
る
も
の
で
あ
る
な
ど
、
安

倍
政
権
が
進
め
る
働
き
方
改
革

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
春

闘
に
結
集
し
、
労
働
者
の
視
点

か
ら
賃
金
・
職
場
改
善
に
取
り

組
も
う
と
訴
え
た
。

【
特
別
賞
】
清
温
荘
宿
泊
券

　

野
坂　

美
緒
さ
ん

（
花
巻
支
部
・
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

【
県
庁
支
部
賞
】

・
「
べ
ア
レ
ン
・
ビ
ー
ル
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
」

　

藤
原　
　

正
さ
ん

（
盛
岡
支
部
・
簗
川
ダ
ム
分
会
）

【
盛
岡
支
部
賞
】

・
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
舎
・
盛
岡
冷
麺
」

　

高
畑　

博
志
さ
ん

（
胆
江
支
部
・
種
山
畜
産
研
究
所
分
会
）

 

県
職
労
新
年
号
機
関
紙
「
新

春
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」
に
は

98
人
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
86

人
が
全
問
正
解
し
ま
し
た
。

　

《
ク
イ
ズ
の
正
解
》

　
　

下
表
の
と
お
り

　
《
各
賞
当
選
者
》

【
二
戸
支
部
賞
】
　

・
「
南
部
美
人
・
梅
酒
」

　

山
本　
　

研
さ
ん

（
盛
岡
支
部
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

【
台
風
災
害
復
興
賞
】

・
「
中
松
屋
・
栗
よ
う
か
ん
」

　

遠
野　

秀
敏
さ
ん

（
花
巻
支
部
・
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
分
会
）

【
図
書
カ
ー
ド
】
千
円
分

　

今
野　
　

浩
さ
ん

（
盛
岡
支
部
・
県
税
部
分
会
）

　

菊
池　

春
彦
さ
ん

（
県
庁
支
部
・
団
体
指
導
課
分
会
）

　

田
巻　

と
も
え
さ
ん

（
盛
岡
支
部
・
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
分
会
）

佐
藤　

宏
幸
さ
ん

（
宮
古
支
部
・
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）

川
守　

廣
幸
さ
ん

（
二
戸
支
部
・
土
木　

セ
ン
タ
ー
分

会
）

富
田　

典
子
さ
ん

（
二
戸
支
部
・
農

業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
分
会
）

木
村　

経
三
さ
ん

（
久
慈
支
部
・
林
務
部
分
会
）

小
野
寺　

徹
さ
ん

（
久
慈
支
部
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

松
田　

正
則
さ
ん

（
二
戸
支
部
・
農
村
整
備
室
分
会
）

小
関　
　

司
さ
ん

（
花
巻
支
部
・
花
巻
空
港
事
務
所
分
会
）

２
０
１
７
新
年
号
ク
イ
ズ

当
選
者
発
表

当
選
者
発
表

　

も
う
す
ぐ
４
月
。
新
採
用
加

入
の
時
期
で
す
。
組
合
は
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
『
組
合

に
入
ら
な
い
こ
と
で
生
じ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
』
が
と
て
も
大
き
い

で
す
。
新
採
用
職
員
へ
は
、
着

任
後
す
ぐ
に
加
入
の
声
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
組
合
が
な
か
っ
た
ら…

】

　

組
合
で
賃
上
げ
要
求
を
取
り

組
ま
な
か
っ
た
場
合
、
新
採
用

職
員
は
、
今
よ
り
も
７
、
３
０

０
円
低
い
賃
金
で
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
赴
任
旅
費
も
わ
ず
か

し
か
支
給
さ
れ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
（
下
図
の
と
お
り
）
。
こ

こ
の
改
善
も
組
合
の
成
果
で
す
。

　

「
組
合
費
を
払
わ
せ
る
の
が

可
哀
そ
う
だ
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
が
、
①
こ
の
３
年
で
組

合
費
を
超
え
る
賃
金
引
き
上
げ

が
で
き
て
い
る
こ
と
、
②
組
織

力
が
低
下
す
る
と
、
積
み
上
げ

て
き
た
水
準
が
維
持
で
き
ず
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
ま
た
大
変
な

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
、

す
べ
て
の
仲
間
の
た
め
に
加
入

を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

【
組
合
は
入
ら
な
く
て
も
い
い
？
】

「
組
合
に
は
入
ら
な
く
て
も
い

い
よ
」
と
、
新
採
用
職
員
に
言

っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

組
合
に
加
入
さ
せ
な
い
よ
う
誘

導
す
る
行
為
は
、
立
場
に
よ
っ

て
は
不
当
労
働
行
為
に
当
た
り

ま
す
。

　

労
働
組
合
は
、
憲
法
28
条
で

保
障
さ
れ
て
い
る
団
結
権
を
基

に
結
成
し
、
団
体
交
渉
等
の
行

動
を
す
る
権
利
も
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
「
組
合
に
入

ら
な
く
て
い
い
」
と
周
り
に
言

っ
て
い
る
非
組
合
員
が
い
た

ら
、
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

憲法を暮らしに活かす
「活憲」運動を岩手で！
LUC－Iwate（活憲いわての会）
　３月５日、「活憲」運動を広めるた
め、平和環境県センターが中心となり新
たに設立されました。「健康で文化的な
生活を営む権利」、「人間らしく働く権
利」をはじめ憲法理念を社会に活かすた
めに「活憲」運動の情報発信に努めます。
　フェイスブック、ツイッターに今すぐ
アクセス。友人・知人への拡散をお願い
します！
○フェイスブック
https://www.facebook.com/katukeniwate/
○ツイッター
https://twitter.com/katukeniwate

ルック

　

そ
の
後
、
分
散
会
討
論
を
実

施
し
、
「
毎
日
10
時
過
ぎ
ま
で

残
業
し
て
お
り
、
土
日
出
勤
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
と
な
っ
て
い

る
。
日
々
余
裕
が
な
い
生
活

だ
」
、
「
将
来
マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
い
が
難
し
い
。
子
ど
も

久
慈
支
部
・
独
自
要
求
書
提
出

欠
員
解
消
・
職
場
環
境
改
善
を

県
北
広
域
振
興
局
長
・
経
営
企
画
部
長
と
交
渉

労
働
者
の
視
点
か
ら
賃
金
・
職
場
改
善
を

青
年
女
性
が
総
決
起
集
会

の
将
来
の
学
費
に
不
安
が
あ

る
」
等
の
実
態
を
突
き
合
わ

せ
、
賃
金
改
善
、
人
員
要
求
等

の
春
闘
要
求
と
し
て
ま
と
め
、

グ
ル
ー
プ
発
表
で
課
題
を
共
有

し
、
春
闘
前
進
に
向
け
意
思
統

一
し
た
。 

平
和
環
境

県
セ
ン
タ
ー

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
職
場

改
善
の
た
め
に
「
他
人
の
頑
張

り
に
甘
え
て
い
る
の
で
は
な
く

一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
よ
」
と
声

を
か
け
て
誘
い
ま
し
ょ
う
。

　1993年確定闘争で賃金改善に加え、専門職の
人員確保の観点でも前進を勝ち取ることができた
のは何？
　ご当地キャラと出身地の正しい組み合わせは？
　A・サーモン
　B・かまリン
　C・たかたのゆめちゃん
　D・あまリン
　E・おおふなトン
　県内の道の駅で売らているソフトクリームと販
売する道の駅名は？
　A・ほうれん草
　B・ワカメ
　C・醤油
　D・柿
　E・キャベツ
　F・わさび

Ｃ
（獣医師の初任給
　手当の支給）

ウ・宮古市
オ・釜石市
イ・陸前高田市
ア・久慈市
エ・大船渡市

オ・にしね
カ・やまだ
ア・釜石仙人峠
イ・さんりく
ウ・石神の丘
エ・みやもり
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